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営業外収益及び特別損失の計上、通期連結業績予想値と実績値との差異 

並びに個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29 年 3 月期において営業外収益及び特別損失を計上するとともに、平成 28 年 11 月８日に公表

いたしました、平成 29年 3 月期通期の連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通

りお知らせいたします。 

また平成 29 年３月期の個別業績と前期実績値との間に差異が生じましたので、併せてお知らせします。 

 

記 

 

１． 営業外収益（為替差益）の計上（連結・個別） 

当社は、平成 29 年３月期において、為替差益 214 百万円（個別 249 百万円）を営業外収益に計上いたしま 

した。  

これは主として当社及び当社グループが保有する外貨建資産負債を当期末時点における為替相場で評価替 

えをしたことなどにより発生したものであります。 

 

２． 特別損失（関係会社株式評価損）の計上（個別） 

 当社は、平成 29 年３月期において、関係会社株式評価損 527 百万円を特別損失に計上いたしました。 

これは連結子会社であるニッタケーシングズ Inc.及びレバプロテインズ Ltd. の株式について実質価額が 

著しく下落したことにより発生したものであります。 

なお、当該損失につきましては、連結財務諸表上では全額消去されるため、連結業績への影響はありませ 

ん。 

 

３． 平成 29 年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
百万円

35,000

百万円

1,700

百万円

1,400

百万円 

800 

円銭

43.54

当  期  実  績   （Ｂ） 36,575 1,617 1,831 693 37.74

増  減  額  （ Ｂ － Ａ ） 1,575 △83 431 △107 ―

増  減  率  （ ％ ） 4.5 △4.8 30.8 △13.3 ―

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ） 
36,885 1,273 979 477 26.00



 

差異の理由 

 売上高は、国内売上が堅調に推移するとともに、ヴァイスゼラチン,LLC を連結の範囲に含めたことが寄与

し、前回予想を上回りました。 

 また利益面は、営業利益が前回予想を若干下回ったものの、為替差益の影響などにより、経常利益が前回予

想を上回りました。 

一方で、海外子会社で固定資産除却損を計上したことにより親会社株主に帰属する当期純利益が前回予想を

下回りました。 

 

４． 平成 29 年３月期通期個別業績の前年実績値との差異（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前  期  実  績  （Ａ） 
百万円

22,746

百万円

789

百万円

837

百万円 

△269 

円銭

△14.68

当  期  実  績   （Ｂ） 22,902 1,229 1,647 663 36.14

増  減  額  （ Ｂ － Ａ ） 155 440 809 933 ―

増  減  率  （ ％ ） 0.7 55.8 96.7 ― ―

 

差異の理由 

 売上高は、国内販売が堅調に推移した結果、前期実績を上回りました。 

 また利益面は、売上高の増加、コストダウンの推進及び為替差益の影響などにより、営業利益、経常利益、当

期純利益が前期実績を上回りました。 

 

以 上 


